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資料２ ワーキングの振り返りについて
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※これまでの議論を踏まえて事務局より素案を提示
資料４ 検討候補地について

（趣旨）
第１条 次期青森県地域公共交通計画の策定に当たって、２０４０年の本県の地域交通のあるべき姿、その実現に向けた県の取組の方向性、関係者の役割
等について、外部有識者の助言等を得ることを目的として、青森県地域交通戦略会議（以下「戦略会議」という。）を設置する。

（組織）
第２条 知事が委嘱する戦略会議の委員は、別表に掲げる者とする。
２ 委員の任期は、委嘱した日から戦略会議による検討が終了した日までとする。

（戦略会議）
第３条 戦略会議には委員長を置き、委員長は委員の互選により定める。
２ 戦略会議は、委員長が招集し、議事を進行する。
３ 委員長が不在のとき、又は欠けたときは、あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代理する。
４ 委員長は、必要に応じて前条の委員以外の者を臨時委員として出席を求め、その意見を聴くことができる。
５ 委員長は、会議の目的を達成するため、アドバイザーを置くことができる。
６ アドバイザーは、委員長の求めに応じて戦略会議に出席し、専門的見地から審議に関する助言又は協力を行うものとする。

（検討事項）
第４条 戦略会議は、本県の地域公共交通のあるべき姿の実現に向けた県の取組の方向性、関係者の役割その他必要と認められる事項について助言等を
行うものとする。

（庶務）
第５条 戦略会議の庶務は、交通・地域社会部交通戦略課において処理する。

（その他）
第６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。

附 則
この要綱は、令和８年６月２６日から施行する。
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＜アドバイザー＞

（敬称略、順不同）

（別表）青森県地域交通戦略会議委員等一覧

分野 氏名 役職

交通
吉田  樹

福島大学人文社会学群経済経営学類 教授
前橋工科大学学術研究院 特任教授

若菜 千穂 NPO法人いわて地域づくり支援センター 常務理事

地域社会 平井 太郎 弘前大学大学院地域社会研究科 教授

高齢福祉 田中 利明 社会福祉法人蓬田村社会福祉協議会 事務局長

観光振興 杉澤 廉晴 株式会社杉澤興業 代表取締役社長

市町村
相模 将喜 八戸市総合政策部政策推進課 副参事

木村 将師 中泊町総合戦略課 課長補佐

利用者 蛯名 翔琉 青森大学総合経営学部経営学科３年

分野 氏名 役職

交通 吉田 瑶子 東北運輸局青森運輸支局 支局長

＜委員＞


	既定のセクション
	スライド 0: 青森県地域交通戦略会議設置要綱
	スライド 1: （別表）青森県地域交通戦略会議委員等一覧


